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    New Gasoline Engine ”SKYACTIV-G 2.5” Combustion Technology 
 
 
 
 
 
 

 

要 約 

マツダの技術開発の長期ビジョン「サステイナブル“Zoom-Zoom”宣言」に基づき，走る歓びと環境性能

を高次元で両立させた新シリーズガソリンエンジン「SKYACTIV-G」を開発し，市場で好評を得ている。今

回，意のままの走りを可能とする出力性能，幅広い運転域での燃費の良さ，クリーン排気ガス性能の3点を更

に進化させた「新型SKYACTIV-G 2.5」を開発し，新型CX-5に搭載した。なお，本エンジンは，排出ガス中

の粒子状物質の個数（PN：Particle Number）の規制が追加された，欧州Euro 6d規制へ適合するポテンシ

ャルを有する。 

本稿では，PN低減のための燃焼技術に焦点を当て，新型エンジンの燃焼コンセプトとブレークスルーした

新技術について紹介する。 

Summary 

The new gasoline engine series, “SKYACTIV-G”, was developed under Mazda’s long-term 
vision for technology development, “Sustainable Zoom-Zoom”, and achieved high levels of 
driving pleasure and environmental performance. With these characteristics, the series has 
received a favorable reception from the market. Recently, Mazda has developed “New 
SKYACTIV-G 2.5” and installed it in the new CX-5. Features further enhanced for the new 
engine are output performance that enables highly responsive driving, good fuel economy over 
a wide operating range and clean emissions. The engine also has potential to comply with Euro 
6d to which particle number (PN) standards have been added.  

This paper introduces the combustion concept and new breakthrough technologies of the 
engine with a focus on PN-reducing combustion technologies. 

 
1 

1. はじめに 

マツダは優れた環境性能と走行性能を，高次元でバラ

ンスさせることで「サステイナブル“Zoom-Zoom”宣言」

を具現化した「SKYACTIV-G」を開発し，走る歓びをお

客様に提供し好評を得てきた。引き続き，お客様の更な

る期待に応えるべく，モード／実用燃費の競合力向上と，

燃費／走りの改善によるお客様満足度向上を図り，かつ

2017年9月から強化される欧州Euro 6d規制へも対応する

「新型SKYACTIV-G 2.5」を開発し，新型CX-5のパワー

ソースとして織り込んだ。 

本稿では，新型エンジンのPN低減のための燃焼技術に

焦点を当て，理想からのバックキャスティングを達成す

るための燃焼コンセプト，及びそれを実現するために導

入したブレークスルー技術について紹介する。 

2. 開発コンセプトと主要諸元 

2.1 開発コンセプト 

マツダは究極の内燃機関をゴールとして，エンジンの

効率に寄与する7つの制御因子を定め，理想状態に近づけ

る取り組みを進めている（Fig. 1）。従来の「SKYACTI

V-G」（以下，従来型）では，高圧縮比化と燃焼技術の

革新，抵抗低減等により，1st Stepを達成した(1)(2)。今回

の「新型SKYACTIV-G 2.5」（以下，新型）エンジンで

上村 匠＊2 小谷 佳苗＊1 平下 茂行＊3   
Takumi Uemura Kanae Kodani Shigeyuki Hirashita  

野村 健太郎*5 西尾 貴史＊4   
Kentaro Nomura Takafumi Nishio  

平林 千典*6 
Kazunori Hirabayashi



 

－42－ 

マツダ技報 No.34（2017）

は，気筒休止や冷却水制御を主体として，更に効率改善

を極める1.5Stepまで進化させることをエンジンの開発コ

ンセプトとし，ダウンサイジングエンジンを凌駕する燃

料消費率を達成し，かつ出力性能を改善した（3）。 

一方，乗用車用ガソリンエンジンを取り巻く環境規制

では，欧州Euro 6以降，排出ガス中の粒子状物質個数を

規制するPN規制が追加される。PNは酸素が少ない燃料

リッチ状態の燃焼，つまりは燃焼室壁面（ライナー，ピ

ストン等）に付着した燃料の燃焼と，筒内の局所リッチ

な混合気の燃焼により，多く生成される（Fig. 2）。そ

のため新型では，出力，燃費，他のエミッション性能を

向上しつつ，燃焼室壁面への燃料付着量低減と筒内均質

性向上に注力し，PN低減にも配慮し開発した。 

 

Fig. 1 Vision for Evolution of Internal Combustion 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 2 PN Emission Factor 

 

2.2 主要諸元と性能 

新型の主要諸元をTable 1に示す。新型ではMode①：

AWS（Accelerated Warm-up System／触媒早期暖気），

Mode②：軽負荷運転，Mode③：高負荷運転，の運転領

域ごとに理想の筒内混合気分布を設計し（Fig. 3），従

来型以上のエンジン性能とPN低減を両立するためのブレ

ークスルー技術（詳細は後述）を新たに開発した。これ

らの技術により，従来比，PN排出量を大幅に低減すると

同時に，他のエンジン性能においても優位な改善を確認

した。Fig. 4にNEDC（New European Driving Cycle）

における検証結果を示す。 

 

Table 1 Specification 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 3 Air-Fuel Mixture in Each Operation Condition 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 4 Comparison of Emissions and Fuel Consumption 

in NEDC 
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Fig. 5 Breakthrough Technologies 

 

3. ブレークスルー技術 

前述のとおり，新型ではPN低減のために，燃焼室壁面

への燃料付着量の低減と筒内均質性向上に注力した。PN

発生要因と対応策，それに伴う主な課題と新型で開発し

たブレークスルー技術の関係をFig. 5に示す。 

3.1ではAWS中の燃焼安定性とPN低減の両立，3.2で

は高負荷運転と軽負荷運転でのPN低減の両立，3.3では1

～2を劣化時でも成立させる噴霧の劣化抑制技術について，

そして3.4では，（1）噴射制御最適化のための最小噴射

量低減技術と（2）噴射タイミング最適化によるPN低減

について紹介する。 

 

3.1  AWS中の燃焼安定性とPN低減の両立 

AWSでは，始動時に触媒をいち早く活性化するため，

点火時期を遅角して排出ガス温度を高める制御を行って

いる。点火時期遅角化は，燃焼安定性に対して不利な条

件となるため，ピストンキャビティーへ燃料噴霧をトラ

ップし，スパークプラグ火花部に燃料を集め，弱成層を

形成することにより，燃焼安定性を確保している(4)。し

かしながら，ピストンキャビティーに燃料噴霧をトラッ

プする際，ピストンへの燃料付着が，PN発生の要因とな

る(5)。 

そこで新型では, 従来並みのコンパクトな噴霧を維持

しつつ，インジェクター噴孔諸元の最適化と加工精度の

高いレーザー加工の採用により，噴霧平均当量比と噴霧

長を改善した。従来型と新型のインジェクターの噴霧比

較結果をFig. 6に示す。 

またFig. 7～9に示すように，噴霧の改善と合わせて，

燃料噴射圧の高圧化，噴射分割数の最適化により，ピス

トンへの燃料付着量を低減させつつ，従来型並みのスパ

ークプラグ近傍のA/Fを確保した。  

 これらにより，Fig. 10に示すようにAWSの定常運転条

件にて，PNを大幅に低減することを実現した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 6 Comparison of Spray Characteristic 
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Fig. 7 Effect of Spray and Injection Strategy 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 8 Comparison of Fuel Film on Piston at AWS 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 9 Comparison of A/F in cylinder at Ignition Timing 

during AWS 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 10 Comparison of PN Emissions at AWS 

3.2 高負荷運転と軽負荷運転のPN低減の両立 

 高負荷運転では強い流動により噴霧が流されることで，

筒内に局所的なリッチ混合気が形成され，PNが発生する。

そのため，流動に打ち勝ち, 均質度の高い混合気分布を

筒内に形成するために，より強い貫徹力の噴霧を実現す

る必要がある。 

一方，軽負荷運転では空気量が少ないため，弱い流動

に噴霧が打ち勝つことにより，燃焼室内特にライナーへ

の燃料付着量を増加させ，PNが増加する懸念がある。そ

のため，燃料が付着しにくい，弱い貫徹力の噴霧が理想

である。 

これらを両立するために，今回新型では前述の噴霧改

善に加え，燃料噴射圧の高圧化と噴射分割数最適化によ

り，噴霧長のダイナミックレンジを拡大した（Fig. 11）。 

その結果として，Fig. 12～14に示すとおり，高負荷運転

域のリッチ混合気量と，軽負荷運転域の燃料付着量の両

方の低減を実現した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 11 Comparison of Dynamic Range of Spray 

Penetration 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 12 Effect of Spray and Injection Strategy 
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Fig.13 Comparison of A/F in cylinder at Ignition Timing 

during High Load 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 14 Comparison of Fuel Film at Light Load 

 

3.3 噴霧の劣化抑制 

新型では,前述の噴霧の改善によるPN低減を行ったが，

インジェクター先端の噴孔部にデポジットが付着すると，

噴射量の低下や噴霧の変化が起こり，その結果としてPN

排出量が増加する懸念がある。 

このインジェクター噴孔部デポジットは，噴射した燃

料がインジェクター先端に付着し，その燃料がエンジン

の燃焼によって焼き固められることにより生成される。 

そこで，Type AとType B，2種類の噴孔仕様のインジ

ェクターにおいて，噴孔部にデポジットを付着させるエ

ンジンテスト前後の噴霧を検証し（Fig. 15），かつデポ

ジット付着テスト前後のPN排出量を検証した（Fig. 

16）。Type AはType Bと比較して，デポジットが付着

した状態でも，噴霧の変化が抑えられており， その上デ

ポジット付着テスト後のPN排出量の増加を抑制できたた

め，新型ではType Aを採用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 15 Comparison of Spray Shape 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 16 Comparison of PN Emissions in NEDC 

 

3.4 燃料噴射制御の最適化 

(1) 分割噴射領域の拡大と最小噴射量低減 

Fig. 17に示すように，新型では従来型の最大2分割噴

射に対し，最大3分割噴射とし，更に分割噴射の運転領域

を拡大した。それに伴い，運転領域ごとの異なる筒内混

合気分布要求を実現する噴射量制御のイネーブラーとし
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て，最小噴射量の低減をハードとソフト両面から検討し

た。 

インジェクターは，コイルへの通電によりニードルを

引き上げ，通電時間により噴射量をコントロールしてい

る（Fig. 18）。しかしながら，ニードルが最大リフト時，

コアがコネクターに衝突する衝撃によりバウンスが起こ

り，これが原因で噴射量のバラツキが発生し，特に噴射

量が小さい領域でこのバラツキが大きくなる。 

そのため新型では，バウンスを低減できる新構造イン

ジェクターを採用するとともに，インジェクター駆動電

流を各噴射圧力に応じて最適化する制御により，最小噴

射量を従来型比，約16％低減した。

 

Fig. 17 Injection Strategy 

Fig. 18 New Injector Schematic 

(2) 燃焼室壁温推定によるPN抑制制御

前述の噴霧等の改善に加え，更なるPN排出量低減のた

めに，燃焼室壁温推定によるPN抑制制御を織り込んだ。

例えば，減速時の燃料カットやi-stopの制御が作動した

場合，通常運転時と比較して,燃焼室内の壁面温度が低下

する。そのため，壁面への燃料付着量が同一であっても

燃料が気化しづらく，PN排出量増加の懸念がある。そこ

で，燃焼室内の温度を推定し，元々の噴射タイミングよ

り，推定温度に応じて更に噴射タイミングを遅角させる

制御によって，ピストンへの燃料付着量を抑制してPN排

出量を低減した。 

4 

4. おわりに

SKYACTIV-G 2.5の進化版として，新型SKYACTIV-

G 2.5の燃焼技術を紹介した。理想の内燃機関に近づける

ことで，環境性能の向上と意のままの走りの両立を目指

した。お客様にとって，長く乗り続けることのできる一

台となれば幸甚である。

今後も美しい地球を子供たちに残せるように，更なる

環境性能の向上のための，究極燃焼を目指して開発を進

めていく所存である。

参考文献

(1)

(2)

(3)

富澤ほか：新型デミオのエンジン技術，マツダ技報， 

No.29，pp.8-13(2011)

長谷川ほか：CX-5 SKYACTIV-Gのエンジン技術，

マツダ技報, No.30，pp.3-8(2012)

野田ほか：新型ガソリンエンジン「SKYACTIV-G 
2.5気筒休止」の開発，マツダ技報，No.34，pp.35-40 

(2017)

(4) 藤川ほか：高圧縮比ガソリンエンジンの掃気性改善

と触媒早期暖気のための燃焼技術開発，自動車技術

会論文集，Vol.43，No.2，pp.351-356(2012)

(5) 伊藤ほか：ガソリン直噴エンジンにおける触媒暖気

時の排出微粒子数低減技術の開発，自動車技術会学

術講演会講演予稿集，No.447，pp.2450-2455，2017

5447(2017)

■著  者■

Coil 

Connector 
Core 

Needle 

Single 

Lo
ad

 [
N

m
]

Single Double 

Engine Speed [rpm]

Previous New

Engine Speed [rpm]

Lo
ad

 [
N

m
]Double Triple 

小谷 佳苗 上村 匠 平下 茂行

西尾 貴史 野村 健太郎 平林 千典

http://www.mazda.com/contentassets/47ee2eee71074235b39ec78d6e514d28/files/2011_no003.pdf
http://www.mazda.com/contentassets/47ee2eee71074235b39ec78d6e514d28/files/2011_no003.pdf
http://www.mazda.com/contentassets/c9c12efa86a64ebab4353fb441ff3b9c/files/2012_no002.pdf
http://www.mazda.com/globalassets/ja/assets/innovation/technology/gihou/2017/2017_07.pdf
http://www.mazda.com/globalassets/ja/assets/innovation/technology/gihou/2017/2017_07.pdf


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialUnicodeMS
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


